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(1) 

線分OF 上の点 )10(),,( ≦≦ttttP を考える。 tOP 3 である。 

P を通り、OF に垂直な平面 の方程式は、 tzyx 3 で与えられる。 

 が点 )0,0,1(A を通るとき t3001   
3

1
t  

求める長さは、このときの PAの長さであるから 
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(2) 

対称性より、
2
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0 ≦≦t の範囲で考える。 
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0 ≦≦t のとき 

平面 による立方体の断面は、正三角形になる。 

この 1つの頂点 )0,0,3( t と、 P との距離は ttttt 6)3( 222   

平面 による回転体の断面積は 26)( ttS   
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1
≦≦t のとき 

平面 による立方体の断面は、六角形になる。 

この 1つの頂点 )13,0,1( t と、 P との距離は 

 266)12()1( 2222  ttttt  

平面 による回転体の断面積は )266()( 2  tttS   

 

求める体積は 
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※(2)は理系甲□6 と共通問題で、1993 年東工大後期□1 と同一問題。 
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